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四
月
の
Ｐ
Ｔ
Ａ
幹
事
会
・
代
議

員
会
か
ら
本
年
度
の
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動

が
始
ま
り
残
す
と
こ
ろ
あ
と
僅
か

と
な
り
ま
し
た
。
会
員
の
皆
様
に

は
常
に
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
に
ご
理
解
と

ご
協
力
を
賜
り
厚
く
御
礼
を
申
し

上
げ
ま
す
。
年
度
末
に
あ
た
り
本

年
度
の
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
を
振
り
返
り

た
い
と
思
い
ま
す
。

　

五
月
二
十
六
日
に
は
Ｐ
Ｔ
Ａ
総

会
・
学
年
Ｐ
Ｔ
Ａ
・
学
級
Ｐ
Ｔ
Ａ

を
開
催
し
、
多
く
の
会
員
の
皆
様

に
参
加
し
て
頂
き
有
難
う
御
座
い

ま
し
た
。
総
会
前
に
行
い
ま
し
た

教
育
懇
談
会
で
は
、
須
坂
市
初
の

法
律
相
談
所
と
な
る
藤
原
寛
史
先

生
を
お
招
き
し
て
「
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
に
関
す
る
犯
罪
被
害
と
法

本
年
度
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
に
つ
い
て

Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長　

木
　
下
　
秀
　
樹

高
校
改
革
〜
夢
に
挑
戦
す
る
学
び
〜

校
長　

村
　
澤
　
博
富
美

的
責
任
」
の
演
題
で
ご
講
演
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　

八
月
二
十
五
日
に
は
静
岡
方
面

へ
の
研
修
旅
行
を
実
施
し
、
多
く

の
会
員
の
皆
様
と
先
生
方
の
親
睦

を
深
め
る
事
が
で
き
ま
し
た
。

　

飯
伊
地
区
高
等
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
連

合
会
役
員
総
会
、
長
野
県
高
等
学

校
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会
、
北
信
越
高
等

学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会
へ
の
参
加
で

は
、
各
校
の
取
り
組
み
を
知
る
良

い
機
会
と
な
り
大
変
勉
強
に
な
り

ま
し
た
。
特
に
七
月
に
開
催
さ
れ

た
北
信
越
大
会
で
の
記
念
講
演
は

「
Ｐ
Ｔ
Ａ
に
期
待
す
る
こ
と
」
と

い
っ
た
演
題
で
鈴
木
寛
先
生
の
お

話
を
お
聞
き
し
、「
子
育
て
四
訓
」

と
し
て
、「
青
年
は
目
を
離
せ
・

心
を
離
す
な
。」
の
訓
示
は
心
に

大
変
響
き
ま
し
た
。

　

九
月
に
は
、
保
護
者
と
教
職
員

の
つ
ど
い
が
長
野
市
で
行
わ
れ
米

国
コ
ロ
ン
ビ
ア
大
学
在
籍
中
の
教

育
学
研
究
者
、
鈴
木
大
裕
先
生
の

講
演
を
お
聞
き
し
ま
し
た
。
ア
メ

リ
カ
公
教
育
の
現
状
と
、
今
後
の

日
本
教
育
で
も
起
こ
る
可
能
性
が

あ
る
「
市
場
型
教
育
改
革
」
の
問

題
点
を
教
え
て
頂
き
ま
し
た
。

　

十
二
月
に
は
、
校
内
施
設
・
設

備
等
の
充
実
と
備
品
更
新
を
求
め

る
要
請
書
を
、
県
教
育
委
員
会
に

提
出
致
し
ま
し
た
。
会
員
の
皆
様

に
は
多
く
の
署
名
を
頂
き
、
誠
に

有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

私
達
が
暮
ら
す
今
の
社
会
で
は

A
I
技
術
の
目
覚
ま
し
い
進
歩
や
全

て
の
職
種
で
働
き
方
改
革
を
問
わ
れ

て
い
て
、
常
に
変
化
を
し
て
お
り
ま

す
。
そ
の
中
で
良
き
伝
統
を
後
生
に

繋
い
で
行
き
、
改
善
・
変
革
す
る
べ

き
事
は
、
知
恵
を
絞
り
対
応
す
る
柔

軟
な
姿
勢
が
大
切
に
な
り
ま
す
。

　

今
後
も
魅
力
あ
る
下
伊
那
農
業
高

等
学
校
を
目
指
す
た
め
に
、
教
職
員

の
先
生
方
と
Ｐ
Ｔ
Ａ
が
一
丸
と
な

り
、
生
徒
さ
ん
を
温
か
く
見
守
っ
て

い
く
こ
と
が
私
た
ち
の
務
め
で
す
の

で
、
会
員
の
皆
様
方
の
ご
協
力
の
程

を
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

　

最
後
と
な
り
ま
し
た
が
未
熟
な

私
の
た
め
に
、
役
員
の
皆
様
方
、

先
生
方
に
は
大
変
お
世
話
に
な
り

ま
し
た
。
無
事
一
年
間
を
終
え
る

事
が
出
来
、
大
変
貴
重
な
経
験
を

さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

南
信
州
で
は
、
高
齢
化
の
進
展
と
生

産
年
齢
人
口
の
減
少
が
進
み
、
特
に
平

成
二
十
年
代
に
入
り
地
域
の
総
人
口
は

減
少
状
態
に
突
入
し
て
い
ま
す
。
地
域

の
発
展
に
寄
与
す
る
人
材
の
育
成
は

待
っ
た
な
し
の
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

「
教
育
は
未
来
の
人
づ
く
り
」
と
い
わ
れ

ま
す
。
そ
れ
は
そ
の
ま
ま
「
地
域
づ
く

り
は
人
づ
く
り
」
に
つ
な
が
り
、
高
校

改
革
は
、
学
校
だ
け
で
な
く
、Ｐ
Ｔ
Ａ
や

同
窓
会
を
含
め
地
域
の
方
々
に
も
高
い

関
心
を
寄
せ
て
い
た
だ
き
た
い
地
域
の

将
来
に
係
る
重
要
な
課
題
で
す
。

　

こ
う
し
た
現
状
を
全
県
的
に
抱
え
る

中
、
昨
年
九
月
に
県
教
育
委
員
会
か
ら

高
校
改
革
の
実
施
方
針
が
公
表
さ
れ
ま

し
た
。
社
会
が
大
き
く
変
化
し
、
将
来

を
見
通
す
こ
と
が
困
難
な
時
代
が
到
来

し
て
い
ま
す
。
人
工
知
能
を
は
じ
め
と

す
る
先
端
技
術
の
急
速
な
進
歩
と
と
も

に
、
大
量
生
産
か
ら
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン

へ
と
移
行
し
、
人
生
百
年
時
代
と
い
わ

れ
る
超
長
寿
命
化
社
会
を
私
た
ち
は
迎

え
つ
つ
あ
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
変
化

す
る
こ
と
が
当
た
り
前
の
状
況
に
あ
っ

て
、
こ
れ
か
ら
の
社
会
を
担
う
子
ど
も

た
ち
は
、
変
化
に
翻
弄
さ
れ
ず
、
変
化

に
取
り
残
さ
れ
ず
、
自
ら
未
来
を
切
り

拓
い
て
い
く
力
と
勇
気
、
さ
ら
に
は
、

社
会
の
担
い
手
と
し
て
主
体
的
・
自
律

的
に
社
会
と
関
わ
り
、
仲
間
と
協
働
し

て
社
会
を
創
っ
て
い
く
「
新
た
な
社
会

を
創
造
す
る
力
」
を
学
び
の
中
で
培
っ

て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
れ
ら
を
踏
ま
え
、
本
県
の
高
校
教

育
の
目
指
す
べ
き
方
向
性
を
具
体
的
に

次
の
よ
う
に
打
ち
出
し
て
い
ま
す
。

①
自
ら
立
て
た
問
い
に
対
し
、
チ
ー
ム

と
し
て
協
働
し
な
が
ら
解
を
見
つ

け
、
新
し
い
価
値
を
主
体
的
に
創
造

し
て
い
く
こ
と
が
で
き
る
資
質
・
能

力
の
育
成
。

②「
一
度
し
か
な
い
人
生
を
自
分
は
ど
う

生
き
た
い
か
」
と
い
う
自
分
の
人
生

を
構
想
す
る
力
（
キ
ャ
リ
ア
デ
ザ
イ

ン
力
）
の
育
成
。

③
信
州
に
根
ざ
し
た
確
か
な
ア
イ
デ
ン

テ
ィ
テ
ィ
と
世
界
に
通
じ
る
広
い
視

野
、
資
質
・
能
力
の
育
成
。

　

こ
の
「
実
施
方
針
」
で
は
、
高
校
の

将
来
像
を
具
体
的
に
描
い
て
い
く
た
め

に
「
新
た
な
学
び
の
推
進
」
と
「
再
編
・

整
備
計
画
」
の
そ
れ
ぞ
れ
に
つ
い
て
方

針
を
示
し
、「
新
た
な
学
び
の
推
進
」
で

は
「
探
究
的
な
学
び
」
の
普
及
、
各
校

の
学
び
を
体
系
的
に
示
す
「
三
つ
の
方

針
」（
生
徒
育
成
方
針
、教
育
課
程
編
成
・

実
施
方
針
、
生
徒
募
集
方
針
）
の
策
定

及
び
モ
デ
ル
校
等
に
よ
る
多
様
な
学
び

の
整
備
充
実
に
つ
い
て
示
し
、「
再
編
・

整
備
計
画
」
で
は
、
少
子
化
が
進
行
す

る
中
で
の
再
編
・
整
備
の
基
本
的
な
方

針
と
旧
十
二
通
学
区
ご
と
の
高
校
改
革

の
方
向
性
が
示
さ
れ
ま
し
た
。

　

飯
田
下
伊
那
地
域
の
旧
第
九
通
学
区

で
は
、一
九
九
〇
年（
平
成
二
年
）の
ピ
ー

ク
時
に
二
、
八
三
〇
人
で
あ
っ
た
中
学

校
卒
業
者
数
が
、
二
〇
〇
八
年
に
は
一
、

八
五
二
人
ま
で
減
少
し
、
さ
ら
に
二
〇

三
三
年
に
は
二
〇
一
七
年
一
、
七
一
五

人
の
約
六
八
％
（
一
、
一
六
九
人
）、
約

十
三
学
級
程
度
減
少
す
る
と
見
込
ま
れ

て
い
ま
す
。
現
状
で
は
都
市
部
存
立
普

通
校
、
都
市
部
存
立
専
門
校
、
中
山
間

地
存
立
校
が
配
置
さ
れ
て
お
り
、
現
段

階
で
は
概
ね
適
正
な
規
模
を
有
し
て
い

る
が
、
将
来
的
に
は
各
校
の
学
校
規
模

の
縮
小
が
想
定
さ
れ
、
地
域
全
体
で
こ

の
地
域
の
高
校
の
あ
り
方
や
将
来
像
に

つ
い
て
検
討
を
進
め
、
地
域
の
合
意
形

成
を
図
っ
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
、
再

編
計
画
の
方
向
性
を
示
し
て
い
ま
す
。

　

今
後
は
、
こ
の
「
実
施
方
針
」
に
基

づ
い
て
、
今
年
九
月
ま
で
に
「
高
校
の

将
来
像
を
考
え
る
地
域
の
協
議
会
」
が

各
地
域
に
設
置
さ
れ
、
意
見
・
提
案
を

い
た
だ
き
な
が
ら
、
二
〇
二
一
年
三
月

に
は
全
県
の
「
再
編
・
整
備
計
画
」
が

確
定
さ
れ
る
予
定
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

高
校
時
代
は
、
自
ら
の
生
き
方
を
模

索
す
る
時
期
で
す
。
す
べ
て
の
生
徒
が

自
ら
の
夢
を
見
つ
け
、
夢
に
挑
戦
す
る

学
び
が
実
現
さ
れ
る
よ
う
、
ご
理
解
を

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　

末
筆
に
な
り
ま
す
が
、
本
校
は
二
〇

二
〇
年
度
、
創
立
百
周
年
を
迎
え
ま
す
。

時
代
を
超
え
て
も
必
要
と
さ
れ
る
不
易

な
農
業
教
育
の
真
髄
は
継
承
し
つ
つ
も
、

変
化
の
激
し
い
時
代
を
生
き
抜
く
子
ど

も
た
ち
に
求
め
ら
れ
る
新
た
な
資
質
や

能
力
は
着
実
に
身
に
付
け
さ
せ
、
地
域

に
愛
さ
れ
地
域
か
ら
必
要
と
さ
れ
る
学

校
づ
く
り
に
、
教
職
員
一
同
努
め
て
参

り
た
い
と
思
い
ま
す
の
で
、
よ
ろ
し
く

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
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生
活
指
導
部
活
動
報
告

生
活
指
導
部
長
　
片
　
桐
　
恵
里
香

P
T
A
教
育
広
報
部
の

　
　
　
　
活
動
を
振
り
返
っ
て

教
育
広
報
部
長
　
木
　
村
　
直
　
史

　

今
年
に
入
り
寒
暖
差
が
大
き
く

体
調
の
管
理
が
難
し
い
日
々
が
続

き
ま
し
た
が
、
日
に
日
に
春
の
足

音
が
近
づ
く
今
日
こ
の
ご
ろ
、
皆

様
い
か
が
お
過
ご
し
で
し
ょ
う

か
。

　

子
供
が
下
農
入
学
と
同
時
に
、

学
級
と
学
年
役
員
と
言
う
大
役
を

務
め
る
事
と
な
り
、
私
も
子
供
と

一
緒
に
又
、
下
農
に
お
世
話
に
な

る
事
と
な
り
ま
し
た
。
二
年
目
に

な
り
、
教
育
広
報
部
副
部
長
、
三

年
目
に
は
部
長
と
言
う
大
役
を
務

め
る
事
と
な
り
、
卒
業
し
て
も
な

お
下
農
に
関
わ
り
、
充
実
し
た
三

年
間
を
過
ご
す
事
が
出
来
ま
し

た
。

　

さ
て
、
本
年
度
の
教
育
広
報
部

の
活
動
を
振
り
返
っ
て
み
る
と
、

教
育
懇
談
会
、Ｐ
Ｔ
Ａ
研
修
旅
行
、

Ｐ
Ｔ
Ａ
会
報
の
発
行
、
生
徒
諸
活

動
助
成
な
ど
の
活
動
を
行
っ
て
ま

い
り
ま
し
た
。

　

教
育
懇
談
会
で
は
、
多
く
の
保

護
者
の
皆
さ
ん
に
参
加
い
た
だ

き
、
大
変
有
意
義
な
会
と
な
り
ま

し
た
。

　

Ｐ
Ｔ
Ａ
研
修
旅
行
も
同
様
に
多

く
の
皆
様
に
参
加
い
た
だ
き
、
先

生
方
と
保
護
者
の
親
睦
が
深
ま
り

大
変
盛
り
上
が
っ
た
旅
行
に
な
り

ま
し
た
。
稲
丘
祭
、
収
穫
祭
な
ど

で
も
部
員
の
皆
さ
ま
の
強
力
も
あ

り
、
ス
ム
ー
ズ
な
運
営
が
出
来
た

と
思
い
ま
す
。

　

今
年
一
年
、
教
育
広
報
部
部
長

と
し
て
活
動
す
る
中
で
、
校
長
先

生
を
初
め
先
生
方
、
生
徒
の
頑
張

り
を
目
に
す
る
事
が
多
く
あ
り
、

下
農
は
運
動
系
、
文
化
系
、
農
業

ク
ラ
ブ
活
動
の
ど
れ
も
活
躍
を
見

る
事
が
出
来
ま
し
た
。
や
は
り
下

農
は
地
域
に
ね
ず
い
た
学
校
と
再

度
認
識
す
る
事
が
出
来
ま
し
た
。

　

最
後
に
な
り
ま
す
が
、
こ
の
一

年
間
、
会
長
を
始
め
役
員
の
皆
様
、

　

会
員
の
皆
様
に
は
日
頃
よ
り
Ｐ

Ｔ
Ａ
活
動
に
ご
理
解
を
賜
り
、
ご

協
力
い
た
だ
き
誠
に
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。
こ
こ
に
、
今
年

度
の
会
務
報
告
を
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。

　

入
学
式
後
、
一
学
年
の
学
級
代

議
員
と
本
会
役
員
の
選
出
を
正
副

会
長
立
会
い
の
も
と
お
願
い
し
ま

し
た
。
四
月
中
旬
に
第
一
回
代
議

員
会
が
開
催
さ
れ
、
二
十
九
年
度

事
業
・
会
計
決
算
・
監
査
報
告
、

今
年
度
事
業
計
画
・
会
計
予
算
に

つ
い
て
慎
重
審
議
の
う
え
承
認
さ

れ
ま
し
た
。
役
員
交
代
に
際
し
、

伊
藤
和
宏
会
長
、
前
島
は
る
え
副

会
長
に
感
謝
状
が
贈
呈
さ
れ
、
労

を
ね
ぎ
ら
い
ま
し
た
。
五
月
二
十

六
日
に
は
Ｐ
Ｔ
Ａ
総
会
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
午
前
中
に
授
業
参
観

が
行
わ
れ
、
午
後
の
総
会
前
の
教

育
懇
談
会
で
は
、
法
律
事
務
所
Ｍ

Ａ
Ｉ
Ｍ
Ｅ
Ｎ
よ
り
弁
護
士
の
藤
原

寛
史
氏
を
お
招
き
し
、「
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
に
関
す
る
犯
罪
被
害
と
法

的
責
任
」
と
の
題
で
講
演
し
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。
総
会
で
は
代
議

員
会
で
承
認
さ
れ
た
議
事
が
報
告

さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
、
学
年
・

学
級
Ｐ
Ｔ
Ａ
が
開
催
さ
れ
、
全
校

約
一
三
〇
名
の
会
員
が
出
席
し
、

一
日
の
日
程
を
終
え
ま
し
た
。
六

月
に
は
合
同
部
会
が
開
催
さ
れ
、

生
活
指
導
部
・
教
育
広
報
部
、
地

区
懇
談
会
の
計
画
立
案
を
し
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。
七
月
上
旬
の
地

区
懇
談
会
は
、
せ
っ
か
く
計
画
し

た
も
の
の
豪
雨
に
よ
り
中
止
せ
ざ

る
を
得
な
か
っ
た
地
区
も
あ
り
、

大
変
残
念
で
し
た
。
八
月
下
旬
に

は
静
岡
方
面
へ
の
研
修
旅
行
が
行

わ
れ
、
五
十
名
の
参
加
が
あ
り
、

会
員
、
教
職
員
と
も
親
睦
が
す
す

み
ま
し
た
。
二
月
中
旬
に
は
第
二

回
代
議
員
会
が
開
催
さ
れ
、
今
年

度
の
事
業
・
会
計
決
算
中
間
報
告

が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

  

一
年
間
の
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
を
通
し
、

会
員
の
皆
様
に
は
大
変
ご
支
援
ご

協
力
を
賜
り
ま
し
た
。
来
年
度
は

元
号
も
変
わ
り
、
学
校
も
創
立
百

周
年
に
向
け
準
備
が
急
ピ
ッ
チ
で

進
む
予
定
で
す
。
増
々
保
護
者
と

教
職
員
と
の
連
携
が
必
要
と
な
っ

て
き
ま
す
。
今
後
と
も
よ
ろ
し
く

お
願
い
し
た
し
ま
す
。
一
年
間
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

本
年
度
の
生
活
指
導
部
の
活
動

を
振
り
返
っ
て
み
ま
す
と
、
四
月

の
部
会
で
は
活
動
目
標
を
確
認
と

活
動
計
画
に
つ
い
て
確
認
し
ま
し

た
。
六
月
の
部
会
で
は
Ｊ
Ｒ
鼎
駅

で
の
立
ち
番
を
決
め
て
頂
き
ま
し

た
。
七
月
五
日
に
は
下
伊
那
地
区

高
等
学
校
生
徒
指
導
連
絡
協
議
会

が
本
校
稲
丘
会
館
で
行
な
わ
れ
、

各
校
の
近
状
報
告
と
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
活

動
状
況
に
つ
い
て
発
表
、
確
認
し

て
参
り
ま
し
た
。
十
月
二
十
六
日

か
ら
十
一
月
一
日
ま
で
の
五
日

間
、Ｊ
Ｒ
鼎
駅
に
て
先
生
一
名
、

保
護
者
二
名
で
実
施
し
ま
し
た
。

十
一
月
三
日
の
稲
丘
祭
で
は
、
約

二
時
間
ず
つ
、
三
グ
ル
ー
プ
で
警

備
を
行
な
い
ま
し
た
。

　

昨
年
度
に
副
部
長
を
引
き
受
け

た
時
か
ら
今
年
度
の
部
長
ま
で
、

自
分
に
で
き
る
の
で
あ
ろ
う
か
と

不
安
で
し
た
が
、
先
生
の
ご
指
導

と
皆
様
の
ご
協
力
、
部
員
の
方
全

員
が
参
加
し
て
頂
き
、
生
徒
指
導

に
当
た
れ
た
こ
と
に
感
謝
申
し
上

げ
ま
す
。
大
変
お
世
話
に
な
り
ま

し
た
。

　

最
後
に
な
り
ま
す
が
、
下
伊
那

農
業
高
校
と
今
後
の
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動

が
よ
り
一
層
発
展
す
る
こ
と
を
願

い
、
今
年
度
の
活

動
報
告
と
さ
せ
て

頂
き
ま
す
。

会
　
務
　
報
　
告

事
務
局
長
　
佐
　
藤
　
元
　
勇

先
生
方
の
協
力
に
よ
り
教
育
広
報

部
の
事
業
を
無
事
に
終
え
る
事
が

出
来
た
事
に
感
謝
申
し
上
げ
、
又
、

今
後
も
下
伊
那
農
業
高
校
と
Ｐ
Ｔ

Ａ
活
動
が
よ
り
一
層
発
展
す
る
事

を
願
い
、
今
年
度
の
活
動
報
告
と

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

大
変
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。
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稲
丘
祭
を
振
り
返
っ
て

自
治
活
動
部
長
　
清
　
水
　
茂
　
子

　

今
年
の
稲
丘
祭
は
十
一
月
三
日

（
土
）
文
化
の
日
に
一
般
公
開
、

四
日
（
日
）
に
校
内
祭
を
実
施
し

ま
し
た
。
好
天
の
下
、
大
勢
の
お

客
様
に
来
て
い
た
だ
き
盛
況
で
し

た
。
準
備
か
ら
実
行
委
員
長　

齋

木
茉
凜
さ
ん
、
副
委
員
長　

前
垣

沙
羅
さ
ん
、
生
徒
会
長
の
熊
谷
美

月
さ
ん
を
先
頭
に
「
平
成
最
後
〜

こ
の
瞬
間
（
と
き
）
を
楽
し
６
４

（
む
よ
）
！
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に

計
画
し
ま
し
た
。
前
夜
祭
で
は
下

農
コ
ン
テ
ス
ト
、
ク
ラ
ス
対
抗
ミ

ニ
ゲ
ー
ム
な
ど
を
実
施
、
今
年
の

目
玉
は
は
ち
ま
き
を
用
意
し
、

ゲ
ー
ム
に
使
用
し
ま
し
た
。
こ
れ

は
校
内
祭
の
体
育
祭
に
も
利
用
さ

れ
学
科
別
の
カ
ラ
フ
ル
な
色
が
祭

り
に
彩
り
を
添
え
ま
し
た
。
オ
ー

プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー
は
突
然
ダ

ン
ス
が
始
ま
る
（
フ
ラ
ッ
シ
ュ
モ

ブ
）
で
生
徒
が
踊
り
始
め
ま
す
。

セ
ミ
プ
ロ
の
沙
羅
さ
ん
の
指
導
の

も
と
休
み
を
返
上
し
て
練
習
し
た

成
果
が
出
て
皆
の
目
を
楽
し
ま
せ

て
く
れ
ま
し
た
。
十
一
月
三
日

（
土
）
一
般
公
開
の
日
は
好
天
、

農
産
物
展
の
他
体
験
が
で
き
る

コ
ー
ナ
ー
を
増
や
し
ま
し
た
。
学

協
委
員
会
が
無
く
な
っ
た
た
め
有

志
で
組
織
し
た
軽
食
喫
茶
コ
ー

ナ
ー
は
昨
年
同
様
賑
や
か
で
し

た
。
軽
食
喫
茶
の
会
議
室
に
来
年

に
迫
る
一
〇
〇
周
年
事
業
の
一
環

と
し
て
各
学
科
の
一
〇
〇
周
年
の

歩
み
を
展
示
し
ま
し
た
。
四
つ
の

展
示
用
ボ
ー
ド
は
鉄
と
板
を
用
い

て
作
っ
た
機
械
科
の
生
徒
と
先
生

の
手
作
り
作
品
で
す
。
中
庭
に
山

羊
を
お
供
に
フ
ォ
ト
ス
ポ
ッ
ト
、

階
段
に
は
保
健
委
員
中
心
に
ク
ラ

ス
毎
作
っ
た
階
段
ア
ー
ト
が
展
示

さ
れ
校
内
を
賑
や
か
に
し
ま
し

た
。
各
ク
ラ
ス
と
も
芸
術
的
な
セ

ン
ス
あ
ふ
れ
る
作
品
で
し
た
。
お

客
様
が
楽
し
め
る
物
を
な
る
べ
く

多
く
と
創
意
工
夫
し
ま
し
た
。
十

一
月
四
日
（
日
）
の
校
内
祭
で
は

今
年
は
じ
め
て
ク
ラ
ス
の
ス
テ
ー

ジ
発
表
を
企
画
し
ま
し
た
。
委
員

会
や
学
科
展
の
準
備
で
忙
し
い

中
、
ク
ラ
ス
の
出
し
物
の
練
習
も

し
ま
し
た
。
各
ク
ラ
ス
ど
こ
も
ユ

ニ
ー
ク
な
出
し
物
で
持
ち
時
間
の

10
分
間
が
あ
っ
と
い
う
間
で
し

た
。
短
時
間
の
練
習
と
は
思
え
な

い
位
完
成
度
の
高
い
ダ
ン
ス
や
歌

声
が
会
場
を
魅
了
し
ま
し
た
。
正

副
担
任
も
仮
装
し
て
出
場
す
る
場

面
も
あ
り
賑
や
か
で
し
た
。
生
徒

の
底
力
を
見
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
校
内
祭
の
後
の
体
育
祭
で
は

ク
ラ
ス
全
員
リ
レ
ー
、
班
対
抗
リ

レ
ー
で
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。
学

科
毎
の
は
ち
ま
き
の
色
で
ク
ラ
ス

順
位
が
よ
く
わ
か
り
体
育
祭
が
今

ま
で
以
上
に
盛
り
上
が
り
ま
し

た
。
閉
祭
式
そ
し
て
後
夜
祭
。
生

徒
の
歌
や
ダ
ン
ス
が
披
露
さ
れ
ま

し
た
。
最
後
の
花
火
を
関
島
煙
火

の
方
に
打
ち
上
げ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。
18
時
の
夜
空
に
花
火
が
輝

き
ま
し
た
。
全
校
で
盛
り
上
が
っ

た
稲
丘
祭
、
生
徒
一
人
一
人
が
達

成
感
を
持
て
た
こ
と
と
思
い
ま

す
。
生
徒
の
発
想
、
力
は
無
限
で

す
。
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就職先　《公務員》泰阜村役場
　　　　《管内》ＫＯＡ七久里の杜４、夏目光学３、化成工業２、コバックス２、小林製袋産業２、ジョイフルテン２、多摩川マイクロ

テップ２、南信州菓子工房２、みなみ信州農業協同組合２、盟和産業２、阿南自動車、旭松食品、ＡＤＶＡＮＣＥ、輝山会
記念病院、飯田精機、飯田パルスモ、井坪工務店、エヅカ美容室、ＮＳＫマイクロプレシジョン、雄長組、コクサイショ
パーズエイト、コシブ精密長野工場、コーエー精機、コーシン工業、三洋工具、信濃雪、シチズン時計マニュファクチャリ
ング、シルクホテル、ＪＭＣ、スタンレー伊那製作所、たかどやモーモー、ちさと東、天恵製菓、トマツ本店、日本郵便、Ｎ
ＥＸＡＳ、はと錦、冨士電機、北陽建設、丸三玉木屋、宮澤組

　　　　《県内》三甲２、コガネイ駒ヶ根事業所
　　　　《県外》足立牧場、エーシーオー、カクヤス、三宗、高木英治の店エマ、ホープヘアー
進学先　《四年制大学》信州（農）、宇都宮（農）、香川（農）、静岡（農）、愛知学泉（家政２）、愛知みずほ（人間科学）、朝日（法）、金沢学院

（人間健康）、岐阜女子（家政）、中部（応用生物）、東海学園（健康栄養）、名古屋文理（情報メディア）、新潟食糧農業（食料産
業）、南九州（健康栄養）、酪農学園（農食環境）

　　　　《短期大学》飯田女子（幼児教育４／家政３／看護１）、信州豊南（言語コミュニケーション）、松本（幼児保育）、愛知学泉（幼
児教育）、中日本自動車（自動車工学２）、名古屋経営（未来キャリア）、名古屋文理（食物栄養２）、平成医療（リハビリテー
ション）

　　　　《大学校》長野県農業大学校（総合農１／果樹実科２／畜産実科２／野菜花卉実科１）
　　　　《専修学校》調理・製菓 14、自動車８、看護・医療４、音楽４、動物４、芸能４、医療事務・公務員２、フラワー２、ブライダ

ル１、保育１、服飾１、デザイン１、美容１、情報１、ゲーム１、スポーツ１

進
路
状
況
に
つ
い
て

進
路
指
導
部
長
　
中
　
島
　
か
お
る

卒 業 者 数

男子 31人
女子 58人
小計 89人

比率
57.1％

未定　1人

比率
（％）

人数
（人）

54

3

7

1

1

16

17

6

50

1

34.6

1.9

4.5

0.6

0.6

10.3

10.9

3.8

32.1

0.6

進学者

男子 32人
女子 34人
小計 66人

男子
女子
合計

64人
92人
156人

比率
42.3％

就職者

管 内

県 内

県 外

公務員

自 営

四年制大学

短期大学

県農大等

専修学校等

ア
グ
リ

サ
ー
ビ
ス

農
業
機
械

園
芸
ク
リ

エ
イ
ト

食
品
化
学

合  

計

計

男

女

男

女

男

女

男

女

男

女

男

女

男

女

男

女

男

女

男

女

男

女

156

64

92

27

27

2

1

3

4

0

1

0

1

3

13

4

13

3

3

21

29

1

0

39

4

35

1

12

0

1

0

0

0

0

0

1

0

2

1

8

0

1

2

10

0

0

37

37

0

20

0

2

0

2

0

0

0

0

0

1

0

2

0

0

0

10

0

0

41

13

28

3

5

0

0

1

1

0

1

0

0

1

5

1

4

3

2

4

10

0

0

39

10

29

3

10

0

0

0

3

0

0

0

0

1

6

0

1

0

0

5

9

1

平成30年度卒業生の進路状況
平成31年2月18日現在

　

今
年
度
三
年
生
の
二
月
十
八
日

現
在
の
進
路
状
況
は
別
表
の
通
り

で
す
。
就
職
に
関
し
て
は
、
こ
こ

数
年
、
管
内
求
人
件
数
は
安
定
し

て
い
ま
す
が
、職
種
と
し
て
は「
製

造
業
・
建
築
土
木
系
」
が
中
心
で
、

「
販
売
・
事
務
系
」
の
求
人
は
少
な

く
、
必
ず
し
も
生
徒
の
希
望
す
る

職
種
ば
か
り
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

就
職
希
望
者
全
体
と
し
て
は
、

公
務
員
希
望
者
が
少
な
く
（
一

名
）、
県
外
希
望
者
が
比
較
的
多

い
（
六
名
）
傾
向
に
あ
り
ま
し
た

が
、
管
内
に
お
い
て
は
、
選
べ
る

だ
け
の
求
人
が
あ
る
が
故
に
、
人

気
の
あ
る
企
業
に
見
学
希
望
が
殺

到
し
て
し
ま
い
、
校
内
選
考
に
お

い
て
も
選
抜
が
必
要
と
な
る
ケ
ー

ス
が
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
、
県
外

希
望
者
の
中
に
は
厳
し
い
結
果
も

で
ま
し
た
が
、
地
元
就
職
に
お
い

て
は
一
次
試
験
で
１
０
０
％
内
定

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
同
窓
生
の

皆
様
が
今
ま
で
積
み
重
ね
て
く
だ

さ
っ
た
「
下
農
ブ
ラ
ン
ド
」
が
広

く
浸
透
し
て
い
る
お
陰
で
有
り
、

本
当
に
あ
り
が
た
く
思
い
ま
す
。

こ
う
し
た
本
校
に
対
す
る
信
頼
や

期
待
に
応
え
る
た
め
に
も
、「
就

職
は
ゴ
ー
ル
で
は
な
い
」
と
い
う

こ
と
を
肝
に
銘
じ
、
日
頃
の
教
育

活
動
の
中
で
地
域
と
の
連
携
一
層

を
大
切
に
し
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

　

進
学
に
つ
い
て
は
、
今
年
度
、

短
大
進
学
者
が
減
少
し
た
分
、
大

学
進
学
者
が
十
六
名
と
多
く
、
中

で
も
難
関
と
さ
れ
る
国
公
立
大
学

農
学
部
に
四
名
合
格
す
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
（
信
州
大
学
・
宇
都

宮
大
学
・
香
川
大
学
・
静
岡
大
学
）。

農
業
高
校
で
の
学
び
を
大
学
で
の

研
究
内
容
と
い
か
に
リ
ン
ク
さ

せ
、
ア
ピ
ー
ル
で
き
る
か
が
ポ
イ

ン
ト
と
な
り
ま
す
。
周
到
な
準
備

が
必
要
で
あ
る
と
と
も
に
、
進
学

後
に
耐
え
う
る
学
力
の
向
上
が
求

め
ら
れ
、
授
業
＋
α
の
学
習
習
慣

が
不
可
欠
で
す
。

　

入
試
形
態
に
つ
い
て
は
、
ほ
と

ん
ど
の
生
徒
が
推
薦
入
試
（
指
定

校
推
薦
、
公
募
推
薦
）
や
Ａ
Ｏ
入

試
を
利
用
し
て
い
ま
す
が
、
大
切

な
の
は
二
年
次
で
す
。
今
年
度
は
、

「
二
学
年
三
学
期
」
は
「
三
学
年

０
学
期
」
と
し
て
、
進
路
実
現
に

向
け
て
第
一
歩
で
あ
る
こ
と
の
意

識
付
け
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。
特

に
、
進
学
の
場
合
は
、
こ
の
時
期

に
「
学
費
＋
生
活
費
」
に
つ
い
て

具
体
的
な
金
額
を
親
子
で
き
ち
ん

と
確
認
し
て
お
く
こ
と
が
非
常
に

重
要
で
す
。

　

こ
の
春
休
み
に
は
、
オ
ー
プ
ン

キ
ャ
ン
パ
ス
・
看
護
医
療
体
験
・

職
場
体
験
等
に
積
極
的
に
参
加

し
、
自
分
が
何
を
や
り
た
い
の
か
、

自
分
自
身
と
じ
っ
く
り
と
向
き
合

っ
て
考
え
る
時
間
に
な
っ
て
く
れ

る
こ
と
を
願
っ
て
お
り
ま
す
。

（平成31年3月卒業予定者）


